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組教科との連携によるE古典襲業の試み

日本史@世界史と進度を合わせることによる

知識の定着と興味 e 関心の緬養の可能性一

国語科戸田康代

本実践は、古典と日本史 a世界史が人物や人間関係 e 内容を理解するための基本的事項の重砲が多

いことを活かすため、古典教材の)1頃序を日本史明世界史に合わせて授業を行うことで、生徒たちの知

識の定着や古典や歴史に対する興味 a関心、より深い思考を培うことができるか、を試みたものであ

る。

くキーワード>他教科連携吉典 日本史世界史授業展開時代!頓教材配置

1. 実践の動機と自約

以前から日本史の教員と情報交換をしていて、当時の生活やしきたり、用語など、古典と重複して説

明していることがかなり多いことを認識レどおり、生徒たちの知識の定着に効果的な教科間の連携園協

力方法はなし、かと思案していた。また、授業中、それらを生徒に説明している際、生徒の反応は、まる

で初めて聞いたかのようなものであることが多いことを日本史の教員からたびたび間いていたが、それ

が、説明している教員への配慮なのか、聞いたことを本当に覚えていないのか、他教科とのリンクがで

きていないのかは、不明であった。一方、古典を教えていて、文法事項を踏まえた正確な逐語訳はでき

ているものの、そこに既習の知識を結びつけたり考えを広げたりして、教材を全体として把握し理解し

ようとする大きな視点に欠ける生徒が少なからずし、ることを、特にここ数年感じていた。

新学習指導要領においても「カリキュラム a マネジメントJが重視され、平成28年 12月2113に中

史教育審議会によって出された答申にも「各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏

まえた教科等横断的な視点でその目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくことJ(第4

2 (2)①)とある。

それらを踏まえて、古典教材を正確に理解した上で、さらに大きな視点圏思考で捉え、自分の考えを

持たせるにはどうすればよいか、古典の世界や日本の文化に興味を持たせ、自らそれを深めてし、く姿勢

を養うのに効果的な授業展開はないかと考えた。また、文学史事項についても、教員の説明や記述事項

を暗記するのではなく歴史や文化の流れの中でのーっとして捉えさせ、古典で扱う作品や文化を歴史的

事項や本文の記述の情報と総合して理解させ、そこから得たことに対して自分の考えを持たせたいとい

う期待もあった。

そこで、古典Bの教材と日本史掬世界史の中国史とを結びつけることによって、生徒の知識也記憶の

強化ができるのではないかと考え、実践し、その効果を生徒たちに自己判断してもらった。以下はその

報告である。
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2. 5軽践の離盟各

(1)実践の対象と教材の選定

実践は 2年生文系 3HRで、行った3 いずれも習 関はされておらず、成績分布も差はない。日本

史@世界史の人数ノくランスは、 2HRは20名と 20名の同数Q 1 HR  は25名対 15名で若干日本史

が多いバランスである。

教科書は、大修館「精選古典BJを使用している。その教材を、教科書掲載順序ではなく作品成立頼、

あるいは作品に登場する人物の年代順で授業を行った。連携する日本史の進度は 1学期から 2学期にか

けて奈良時代から鎌倉までを行うので、それぞれの時代や事項と関連が深い教材を日本史の進度に合わ

せて実施するようにした。

?伊勢物語~ w枕草子~ u大鏡~ u平家物語』は、教科書に載っている教材のうち、日本史でも登場す
るであろう人物が出ている教材を敢えて扱う、あるいは触れることを意識した。世界史においては、間

五経、 『史記』について、中国史を扱っている時期と重なるように授業を行った。以下に具体的に扱

った教材を挙げる。

教材)1慎f宇 宙文

(導入説話)

万葉集

土佐日記「阿倍仲麻呂の歌J (阿倍仲麻呂 奈良時代)

伊勢物語「渚の院J (惟喬親王 平安前期)

徒然草(教育実習との関連)

大鏡「道真左遷J r花山1誌の出家J (菅原道真、花山天皇、藤原道兼 平安前期~中期)

枕草子「中納言参りたまひて二月つごもりごろにj

(i青少納言回藤原隆家、藤原公任 平安中期)

平家物語「忠度都落ちJ (平忠度藤原俊成平安末期~鎌倉前期)

方丈記「安元の大火J (鎌倉前期)

更級日記「あこがれJ r源氏の五十余巻J (平安後期)

源氏物語(平安中期)

漢文

(導入故事fj知的

持続「桃夫J ( 3年次に配当されている教材)

史記 fy鳴門の会J (我取りて代わるべきなり) (大丈夫当に此くのごとくなるべきなり)

(1市公]蓑王に見ゆ) (焚噌目を眠らして項王を視る)

「項王の最期J (四面楚歌) (我何の面目ありて之に見えん)

(2) .j受業展開の方法

授業では、まず文法事項の確認や逐語訳を行い本文に忠実に正確に読むことを徹底した。この時点で

は、登場人物や歴史的事項には深く触れず、教授者からの説明や調べる作業などは、述語訳に必要なこ

とのみに留めたD

--つの教材が終わったところで、国語使覧や視聴覚教材、場合によっては日本史や世界史の資料を使
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用しながら、人物関係を把握させ、歴史の流れの中のどこにその教材や内容が関わるのかなどについて

調べさせ、気づいたこと考えたことを生徒同てiγぜ報告させあったりして、授業で扱った古典教材を広く、

きく全体を把握させることを行ったっ

(:3)アンケートによる生徒の把握

1学期末、 2学期末時点でアンケートを行い、実施の効果を、生徒の主観として答えてもらい、授業

に対する全体としての感触や傾向を分析した。

3. 実践での様子

全体の把握をする時間を確保するため、逐語訳ベースを昨年度より平め、 1年次では f寧に行ってい

た文法事項の説明については、既出のものは確認を敢えて省いた。その結果、自分で、助動詞の意味など

の文法事項を考えて訳し、不明な点、不安な点を授業後に質問に来る生徒が大幅に増えた。これについ

ては、後から述べる生徒のアンケートでも「授業の進み方が早くなったJ:-助動詞などを全部言ってくれ

なくなったJなど否定的に捉えている意見があった。

資料を使って全体を把握する際には、古文では便覧の天皇家と藤原氏と天皇家の関係系閥、官位相当

表、平安京地図、暦法などを、漢文の『史記』においては漠楚抗争の地図を多用した。 歴史上実在する

登場人物を、身分や人間関係、の中で歴史の中での立体的な人物として捉えさせることを意識し、話の展

開を改めて追わせた。

生徒各自で資料を基に全体を把握させた後、教授者がテーマを与えて、近隣の生徒同士で意見交換を

させたったとえば、『大鏡~ ~花山院の出家」では、系図を使って人間関係、を把爆させた後、「花山院が出

家することで誰がいちばん得をすることになったのか ?J という問を投げかけた。また、円王家物語~ r忠

度の都落ちjでは、源平の合戦の年表と教材iこ描かれている忠度 e俊成の言動と対応させた上で、忠度ー

俊成の言動に込められた心情を問うた。 1年次から正確な理解のための意見交換、作品に対する自分の

意見を持ち、他者の意見を開く意図での意見交換、をできるだけ取り入れてきているため、生徒たちは

この活動に慣れており、今回の試みでの生徒同士の意見交換もかなり活発に行われた。

4. アンケートかも読み取れる生徒の教材や古典世界への輿昧関心や理解

2年の4月当初、 7月の 1学期終了時点、 12月の 2学期終了時点での、占ム典に対する好悪と得意不

得意を開いた。好悪、得意不得意のいずれも 4月→7月→12月と授業を受けてきて、好き、得意と感

じる生徒が増えていることが数値から読み取れた。 8ヶ月間、古典教材と歴史の進度に対応させた授業

を受けて、どう思ったか、という質問については、「古典に親しみがわいたJI古典の内容や話の展開が

わかりやすくなった」の選択肢を選ぶ生徒が多くいた。また、自由に書いてもらった記述には「古典で

登場人物のことをくわしく知ることができたので、歴史で、その人のやったこと、名前など覚えやすくな

った。 r古典、歴史、それぞれのテスト勉強などに役に立った。Jなどとあり、古典@日本史や世界史の

考査の点数に直結するというあからさまな効果が出たことがいい印象を持つ原闘になっていると考え

られる。

また、 1年次の古典分野と現在の授業展開とを比較しての意見を問うたところ、 2年になってからの

ほうが理解しやすくなったと答える生徒が多かったο 理由を自由に書いてもらったところ、肱:史と平行

して授;業を受けることでそれぞれの知識同士が結びつき理解が深まったため、基礎的な文法知識がつい

てきたため、と答える生徒が多くいた。

11 



5. 実施の長省と今後の課題

7月の時点では、特に漢文は『史記』に入って間もないころであったため、世界史選択の生徒たちの

中は疎外感を持った者がし、たようである 1学期に行ったアンケートでは「日本史選択の人がうらやま

しいj といったような記述も見られた。その結果を踏まえて、 2学期以降は授業で歴史的事項を提示す

るときに当該以外の選択者に配慮するように努めた。例えば、日本史に関連する事項については、日本

史選択者が世界史選択者に歴史的事項を解説することで互いに共通理解を持たせる時間を設けるなど

である。 12月のアンケートの時点では、古文。 漢文とも臼本史 e 世界史と関連する教材を扱った後で

あったためか、 1学期のような意見は見られず、逆に自分の選択ではない歴史や古典教材に興味が出て

きた、との意見が見られた。日本史あるいは世界史の単独展開のHRでない限り、今回の実践の方法で

は不公平が出てしまう。それをどのように改善していくか、今後の課題である。

また、生徒の意見 e 要望を自由に記述してもらった中に、今回数材で、扱った以外の日本史 a 世界史の

登場人物や事項についても古典で詳しく授業してほしいとの意見も複数あったつまた、この実践をする

ことで、既知の知識相互の結びつきや、それらへの興味@関心は高まったが、逆に、未知の事項や作品 e

作品中の登場人物の把握に対する苦手意識が高まってしまった、という意見もあった。教科連携によっ

て相互の知識の定着をはかる意図が、生徒の依頼心を高めてしまい、自ら深めていくことの妨げになっ

たり、未知の事象へのバリアを作，ったりする可能性もあることを反省した。

昨年度と今年度で授業の理解に変化はあったか尋ねたところ、多くの生徒が今年度の方が理解しやす

くなったと答えた。その理由を自由に書いてもらったところ、大きく分けると 2つの意見があったっ 1

つは日本史鋼世界史と古典教材とのリンクによる効果、もう 1つは 1年次で基礎 m 基本の古典文法の習

得や、予習を徹底させることによって古典教材へのアプローチが容易になったことである。これらのこ

とから、この試みは、 1年次で古典文法を一通り学び、それらを用いて自分たちで教材にアプローチーで

きるレディネスがある 2年次で行うことで、生徒の理解、興味関心をより掴養できるのではなし、かと考

えられるつ

定期考査の毎に授業ノートを回収し確認している。 2年になって、一つの教材が終わるたびにその教

材に対する自分の意見思感想、を自主的に書いてくる生徒が出はじめた。一人の生徒が『平家物語~ r忠度

の都溶ちjについて、「すごく長いお話だ、ったけどおもしろかったです。...(中略)...忠度が俊成とおわ

かれする場面がすごく切なかったです。平氏が負けて一族が終わっていくのを見ると時代の流れを感じ

られて歴史ってすごい!と思えます。」と書いてきた。この生徒は世界史選択の生徒で、古典において

は、平素高得点を取る生徒では決してないョしかし、この教材を『平家物語』という長編の中の一つ、

平家滅亡の大きな歴史の流れの中のーっと捉え、その中で生きた人物を立体的につかみ、それに対して

感動を持つ、その感謝jを記述によって表現する、このような生徒が出てきていることは、今回の取り組

みは何らかの効果があったのではないか、改善する点は多々あるが今後につながる実践ができたのでは

なし、かとも考える。

5. まとめ

教科間での連携は、教員同士の情報交換や情報共有を常に行い、その情報を逐次授業に反映させてい

く必要がある。教員にとっては時間的、物的な負担になるかも知れないが、生徒たちの知識の定着や興

味 a 関心、より深い思考には一定の効果が認められると考えられる。

今後も機会を設けて他教科 a他校種との連携を積極的に行い、生徒にとって有益な授業展開ができる

よう、取り組んで、いきたい。
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